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研究者の往来に つ い て まず記す , COE外国人研究員
とし て Galba M aria d8 Ca皿 pOSTakaki(ブ ラ ジ ル ,
ペ ル ナ ン ブ コ カ ソ 1) ッ ク大学教授 ･ 同大学環境科学研究
所長 , 研究深意 :環境問題 における兵菌額の 生態 と酵素
化学的研究 , 滞在期間 : 2000年1月1日 - 2000年3月18
日) との 共同研究が行われた . 国際協力事案団 (JIC A)
の プ ロ ジ ェ ク トとし て創改された ブ ラ ジ ル 国力 ン ビ ー ナ
ス 大学臨床研究プ ロ ジ ェ ク ト関係で 研究を行 っ て い た
Nadja Rodo rigues de Melo (カ ン ビ ー ナ ス 大学院生,
研究課題 : AID S患者にお ける病期と真菌フ ロ ー ラ に 関
する研究, 滞在期間 : 1999年7月13 日- 2000年6月27 El)
お よびAna Be atriz Alkmim Teizeira (カ ン ビ ー ナ ス
大学院生, 研究課題 : エ イ ズ合併感簸病菌 ･ 寅菌学研究
手法, 滞在期間: 1999年10月24 日- 2000年2月27 日) 那
所定の研究期間を終え帰国した . 同 プ ロ ジ ェ ク ト関係で
Eriva n Olinda Ribeiro(カ ン ピ - ナ ス 大学真南検査室
臨床検査技師, 研究課題 : 病原真菌の分子生物学的同定
滞在期間 : 2000年9月11日 - 2000年12月14 日), M aria.
M a rltLCedosSantos Vile a (カ ン ビ ー ナ ス大学医学部
小児科教授, 滞在期間 : 2000年11月13 日- 2000年11月16
日) が所定の 研修を終え帰国した. また宮治は同プ ロ ジ ェ
ク ト の短期専門家として 派遣された (期間 : 2000年 8
月10日 - 8月30日). C O E関係で は非常勤研究員で あ っ
た今津道夫博士が信州大学農学部助教授に赴任した . 同
関係で新に岸 フ ク子博士が非常勤研究旦に採用され た .
研究支援推進員と し て佐野文子, 畑 洋子両氏が それぞ
れ昨年度に続き採用され た .
研 究概要
本年度の研究成果の概要に つ い て以下に記す.
1 . 病原性黒色酵母 Exophiala spinifera の骨分解酵素
の 研究
E. spinifer a に よ っ て全身性感染を起 こした患者 に骨
が破壊され て い る症状が帝告されて いる . 本菌が骨 に侵
聾し, 骨破壊を起こす癌性があるか どうかを研究 し最終
的に は木蘭から骨分解酵素を精製する . まず初め に E.
spinifera が骨に侵入で きるか どうかを禍 ペ た . マ ウ ス
の 四肢 の骨を無菌的に 取り出し, こ れをbrail he art
infu sion agaLr に 置き, 薗巷接ヲ臥 1週間毎に こ れら骨
を取り出し, 病理組織篠本を作艶 観察した . そ の結果
培養3週間後に は骨成長線から侵入して い る像を確認 し
た.
2. ア メ - /<a)病原性酵母の合食作用に関する研究
近年, 眼科領域で問題とな っ て い る ア メ ー ′ヾに よ る角
膜漁癖の原因菌Aca ntha m oeba 8P p. は土壌 に生息する.
日和見真南, 角膜真菌症原因菌の多くも土壌を生息の場
と して おり, ア メ ー バ と病原真菌の相互作用は生態的 に
興味深い . そ こ で Aea ntha m oeba BP p. の 病魔性酵母
､
に
対する貴会髄が捕食対象とな る菌種に より善があるか ど
うか を検討, Cdndida alblc ans は よく稀食されるが,
CTy PtOCO C Cu STW Ofo rm aT8S は捕食されない ことがわか っ
た .
3 . パ ラ フ ィ ン 包埋組織か らの輸入真菌症原因菌の 遺伝
子検出
ラ テ ン ア メ リ
.
カ を流行地 とする深在性其菌症の パ ラ コ
ク シ ジ オイ デ ス 症は, 温度依存性二形性真菌 PaT
.
aC O e Ci-
dioide 8 bT.aSilie n8lsを原因菌と し, EI本 で は輸入真菌
症と して扱われ て い る. 国内で は現在まで に15例以上の
報告が有るが , 5例古ま裏菌の分離が なされず , 免疫学
的診断ならびに臨床症状と病理組織榎本に より診断され
た. よ り確実な診断をするた め最近で は遺伝子診断の試
みが本症で も検討されて い るが臨宋応用に は至 っ て い な
い . 今回, P. bT.aSllien si 感染 マ ウ ス ･ パ ラ フ ィ ン 包埋
ブ ロ ッ ク か らD N A を抽出し, 木南に特有な43lくDa糖蛋
白抗原遭伝子と IT S(Intern al tr a ns cribed spa c e r s)
1-5.8S-IT S2rR NA 遭伝子の n ested P C Rに よる 検出に
成功した.
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4. P C革-S SCP法に よる病原真菌現の 同定, 種 内多型 に
関する癖究
SSCP(Single str and c o nfor matio npoly mo rphism)
は,
一 本鎖I)NA の高次構造の 多型で あり, 短 い I)NA
断片中の変異を再現性良く高感度に多型と して 検出する
ことが で きる . 本法 による病原真菌類の同定 , 種内多型
に関する研究を目的 に L SUrDNA の Dl/D2領域ある
い はIT Sl
,
IT S2領域を指榛に増幅 し, 得 られ た フ ラ グ
メ ン ト に つ い て SS CPを行 っ た . 病原性Candida属薗に
つ い て は種同定 の 指棲 と して 有用 と な る こ と , ま た
Cu lda albican 8に お ける種内変異 の検出とSS CP パ
タ ー ン の 相関性の 存在を明 らか に した . Tricho spor o n
属薗 に つ い て も種同定の 有用な指標とな る こ とを見出し
た. 皮膚糸状菌 に つ い て も, TT･払hophyto n T ubrLLm で
は確内変異が無い こと , 一 方 T. m e ntagrophyte sで は種
内変異が存在 する こ とを明 らか に し た . ま た 同時 に
SSC Pを実施する際の実験条件の重要性を指摘する こ と
が で きた.
5 . 感染防御機構に 関する研究
P. a?r a slliensls (P b) は輸入真菌症の - 唾で ある パ ラ
コ ク シ ジ オイデ ス 症の 原因菌であるが, 本菌 に対する宿
主防御機構は , 生菌数ねrJ定用の良好な培地がなか っ た た
め に殺菌髄 の&IJ定が困難で あ っ た . 我 々 は近 年 Bra.in
he a rtinfusio n aga r に 馬血清 (2 - 4%) およびE DTA
(50- 200FLM) を添加する とP bの コ ロ ニ ー 形 成率 が
叔著に高くなり生菌数iREJ定用培地とし て使用 し得 るこ と
を見い だした . そ こ で , 長年関係する研究者の 間で重要
な課題で あ っ た多形核白血球 (PM N) の 木蘭感染防御
に おける役割の解明に 着手 した . P bは ヒ ト PM N との
混合培養にお い て短時間･(- 3時間) で はP M Nの抗菌
作用に 抵抗性を示 したが, 長時間 (- 72時間) 混合培養
したと こ ろP MN は静菌効果を発揮する ことが判明した.
さ ら に
,
P M Nの 抗菌作用に対するサ イ ト カ イ ン の影響
を検討した と こ ろ, IF N-γ , GM -CSFお よびIL-1βは
P M Nの 抗菌活性を顧著 に増強 し, 活性化 された P MN
はPbの 菌掛 こよ っ て は殺菌効果も発揮 し得る こ とを 明
らか に した . 一 方, Ⅰし2, IL-4, IL-6, Ⅰし8, IL-10 およぴ
T NF- a に つ い て は PM Nの 抗菌活性 に 対する影響が認
められ なか っ た . IF N- †, GM-CSFお よ ぴ IL-1βは2者
の組合わせ (IFN- γ ＋ G MI CS F, IF N- 7･ ＋Ⅰレ1β) で は
P MN の抗菌活性を相乗的に増強したが , こ れ ら3者を
合わせ て も2者 の組合わせ以上の 増強効果は認められな
か っ た . な お ,IF N-γ で活性化 され た P M N と, P M N:
P b- 800: 1以上の割合で混合培養した菌体 は培養3 -
4 日目以後発育髄 を消失 して い る場合があり , IF N-γ-
活性化P M Nの 抗菌作用の after effectが示唆された.
以上 の ことより , ヒ ト P M N はP b感染に対 しとくに
感染初期に お い て重要な防衛的役割を担い得 る ことが明
らかに な っ た .
6 . 病原性黒色真菌の細胞外酵素類の生理生化学的研究
本裸題に つ い て は生態, 系統 ･ 化学分野との共同研究
とし て行 っ て い るもの で , 将 に病原性黒色真菌の 細胞外
酸化酵素と して フ ェ ノ ー ル オキ シ ダ ー ゼ, ペ ル オキ シ ダ ー
ゼ に焦点を当 て , ス ク リ ー ニ ン グを行 い , Fo n8eC ae a
pedrosoi, Cladophialophor a c aT
･
T
･io T乙il など で塵生され
る ことが明らか とな っ た . F. pedT10S Oiの フ ェ ノ ー ル オ
キ シ ダ ー ゼ に つ い て は酵素生産条件の 確立, 部分精製が
進みいく つ か の生化学的性状を明らか に した. 今後 の 課
題と して 完全な精製と量的確保を目指し実験がすすめら
れて い る .
7 . 真菌 の 二次代謝産物に 関する研究
本研究で 軌 病原真菌の類縁菌を中心に 免疫蔵宿物質,
抗真菌性物質の研究, ま た病原真菌類に お ける病因性物
質など の探索をテ ー マ に研究を継験して い る . 本年度の
成果とし て , Cladospo riu7n SP. よ り現在真菌症原因菌
として深刻に な っ て い るAspe rglllzL SfzL migatzL Sに抗菌
活性を持つ 新規の pentano rla n o 白tane 化合物 , Clado 8-
pori de A の 発見に成功した . ま た い く つ か の 類縁化合
物も単離できた .
8 . AID S患者の 口腔内裏菌 フ ロ ー ラ に 関する研究
本課題に つ い ても生態分野と共同研究を行 っ て い るも
の で プ ラ ジ)L/
,
カ ン ビ ー ナ ス 大学の AlDS患者 を対象 に
1997年 - 1999年の17ケ 月 に渡り延 べ114名 の患者の 口腔
から採取 した試料に つ い て カ ン ジ ダ菌種の フ ロ ー ラ を検
討した .
患者 の46.4% に お い て 口腔内カ ン ジ ダ症が 見出さ れ ,
同定された菌の うち58.7%が C. albic a n sで あり, n o n-
albican sが41.3%と高い比率を示し, こ れ ら菌種の 増加
が注目され る . な お n o n-albica n B薗種と し て12菌種が
同定され , C. n o T･ Uege n Sis. C. inteTITn edia と い っ た分離
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例 として希少な薗種も同定され た.
著書
1) 官給 誠 (分担) ･: 異薗感染症 ｢医療薬学ⅠⅠⅠ 病態
と薬物治療 (3) - 免疫 ･ が ん ･ 感染症-+, 井上圭
三 監修, p308-315, 東京化学同人, 2000.
2) 官給 誠, 佐野文子 : 真菌に よる人猷共通感染症.
カ レ ン ト ペ テ リ ナ リ ー ク リ ニ ッ ク 1 . p237-243,
文永堂出版㈱, 東京, 2000.
解説, その他
1) 宮治 誠 : 輸入真菌症 の 最近 の 動向 . Medic al
Trib11 n e2000年11月9El号 p63.
2) 官給 奴: 海外学術調査で垣 間見た こ と - ブ ラ ジ
ル色 々 (そ の 1). 文芸広場4月号 Vol. 48: 28 -
31, 2000.
3) 宮治 城: 海外学術調査で 垣間見た こ と - ブ ラ ジ
ル色 々 (その 2). 文芸広場5月号 Vol. 48: 22-
25, 2000.
4) 官給 誠 : 海外学術調査 で垣間見た こ と - プ ラ ヴ
ル色 々 (そ の 3). 文芸広場6月号 Vol. 48: 26-
28
,
2000.
5) 宮治 誠 : 海外学術調査 で垣間見た こと - プ ラ ヴ
ル色 々 (そ の 4). 文芸広場7月号 Vol. 48: 22-
24, 2000.
6) 宮治 誠: 海外学術調査で 垣間見た こ と 一 雨 べ ト
ナ ム 断章. 文芸広場8月号 Vol. 48:24 - 27, 2000.
7) 官給 誠: 海外学術調査で 垣間見た こと-カ リ マ
ン タ ン物語. 文芸広場9月号 Vol. 48:26- 29, 2 0 0.
8) 宮治 誠 : 海外学術調査で垣間見たこ と - Go (莱)
Go (莱) ゴ ア . 文芸広場10月号 Vol. 48: 28- 32,
2000.
9) 宮治 誠: 海外学術調査で垣間見た こと - Go (莱)
Go (業) ゴ ア . 文芸広場11月号 Vol, 48: 26- 29,
2000.
10) 宮治 誠: 海外学術調査で 垣間見た こ と一海外調
査と事故 . 文芸広場12月号 Vol. 48:13- 15, 2000.
テ レ ビ
1) 宮治 誠: フ ジ テ レ ビ 微生物災害 2月17 日放
映, 2000.
ラ ジオ
1) 宮治 誠 : ラ ジ オ.短波 輸入真菌症 11月23 日放
送. 2000.
受賞
1) 優秀論文賞 日本医真歯学会 亀井蒐彦, 海野広道,
伊藤純子 , 西村和子 , 官給 故 : 臨床 検体よ り
SchizophD･llm co mm u ne が分離された症例の検札
臭菌括 40:175-181, 1999.
原著
1) Sa noA, Vile a H M S, T8kaha8hi I, FuhLShim a
K
, Takiz 8 W a , daSilv aMT N, ロno I, Ni8him u r a
E
, Miyaji M: 1B O18tio1 0f( 泡ndida 血bli71ien sls
fro m the or al c avity of an HIV
-
po sitiv e child
in Brazil. Jpn a MedMyc o1 41:177-181, 2000.
Candida dublin ensis is a ne wly- re c ognized
Candida 8peCie畠 and a n important infectio ll S
pathoge n, partic ularlyfo rHIV
-
po sitivepatie nts.
Fro n oralsm ear sa rnplesfr om the radixlingu a 母
of 173 H Ⅳ-po sitive childre n, we obtained fo ur
yea st isolates Which to ok a blle
-
gree nC Olor on
C H R O Magar Candida plate at 87℃ fo r 48
holユr 8from o n eH IV-po sitive 3
-
ye ar
-old boy in
Brazil. The is olates Were difficllt to gro w o n
potato dextr os e aga r plate at 4 2℃, pr odllC ed
abtlndant chlam ydospor es o n a c or n meal aga r
plate with Tweez180, and spro】止ed germ tllbe昌
in 畠aline with hors e se ru m, and the antigenic
profile by Ca ndida Check te且t W as useles s.
Ca rbohydrate assimi latio nte sts byID 32Csho w ed
n o r efer eTICe c ode Tl umber in the reference bo ol【.
The isolates Were Subje cted to m olectl ar biolo-
glC al as say Of the D N A seque nc e of the
large
-
sllbtlnit ribos o m al DNA region (D l/D 2)
a nd r ando mly 8m plified polym orphic DNA
(RA PD). The DN A s eqtl e nC e agr ed with thos e
of 畠ta ndard C. dublTiieT娼is-strain s, a nd the re-
fore, the isolates w e r eidentified a s C.
dzLblLn ensis. R APD band patte r n a n alysis indi-
c ated that the clinic al is olate s mights um m a riz e
on e ge n oty pe. Although the child didn ot
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pr eBe nt O rallesions, the fu ngu8 mightb8latent
for op portu ni8tic illfe ctio n.
2)froso e T, 0屯且da Ⅱ, Itabashi T, No zaw a I(,
O kada E
,
Ca mpos TakakiG M, 丸knghi7Tla Iく,
M iyaji M, Eaw ai E: Chem P har m B ul l 48:
1422-1426
,
200.
In tlle C ou rs e Of se ar ching fo r n e w a ntifu ngal
agents, a ne w pentan o rla n o尽ta ne deriv ative,
cladospori de A(1), w a si白01ated alo11g With
8 rgOSter Ol, e rgo ster ol pe r o xide and 23, 24, 25,
26, 27-pe nta norlano st-8-elle-3β, 22-diol(2)fro m
Clado8POTizLm SP . aS a Cha r acteristic a ntiftlngal
agent against the hu m 8.n pathoge nicfila mentotlS
fu ngusA8PeT
･
glllu8 fu Tnigatu s. T he Stru ctu re Of
l w as established as3β, 221dihydroxy-23, 24,
25,26,27-penta n o rlano stane-29- albyBPeCtr O B C Opic
and che mic al in vestigatio n azld X-r8.y CrySta -
1lographic a nalysis. Inhibitory a ctivity again st
A . fulnigatzLS (IC80 .5-4.0〟g/ ml) w as obser ved
for c18.do岳po ride A(1), btlt
obs erv ed against pathogenic
albic an s and CT3]PtOC OCC u8
other pathogenic fi18 m e ntOu 8
n o a citivity w a s
yea sts, Cαndida
n c o/o r Tn a n S, a nd
f ungi, AspeT
･
gillu s
TLige T
･
amd A. f払z)ZL S, T he 4β - aldehyde re占id11 e
in l might be e8Se ntial for the antifu ngal
a ctivity, sin c 823, 24, 25, 26, 27
1
Penta n O rla n o st
-
8-e ne13β, 22-diol(2) show ed n oinhibit o nagain st
the.abo v e
3) Im a ztlM ,
shim a K,
cation of
f()tLrfllngi.
AzbukiTl aZ M, KakiBhim a M , Ftlku -
Nighim tlra I(, M iyaji M:Identifi-
. ru stfll nguS O nPin uspu mita c olle cted
in the NorthKtlrilB, Russia. M yc o scien ce 41:
139-144, 2000.
Morphological e xaminatio n a nd P CR
- R FIJP
analy畠i昌 Of the D l/D2 region in n llC ear LS U
rD N Aw e re car ried olt tO identify a rustfungu s
o n P加zLS PZLTnila collected in the No rt hEtl rilB,
Rt18 Bia . M o rphologic ally, theru stfr o mthe No rth
Ktlrils w asSimila r to PeTiderm£uTn hurilen s e
a nd Endo cT･Ona rtiuT nSahoan u Tn V A T. hohhaido ens e
in the 8pO re Sll rfa c e 昌truCtur e, dim e n 8ion 8nd
shape . In the R F L Ps of the Dl/D 2 r egio nit
w as ide ntical to E. sahoan u m var . hokhaLdoense
a nd E. s aho a n um va r. sho a n um , bllt distinct
fr o m CTin a r血 Tn T.ibic ola . Therefore, the mat
f11nguS O TI P. pLLTnlla c olle cted in the North
Kurils w as identified a s E. saho aTab m VAT .
･hohhaidoe ns e. Itw as al8 0 Cla rifiedthat a rllSt
r epo rted pr e viously a s P. hu rilcTLS e W a 白 als o
id8ntic al with E. saho an u T n V a t. hokhaldoen se .
4) K mita N, Oa rada M, M iya]
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i M
,
Ito E:
E ffect of
,
cytokineB On a ntifu ngal activity of
htl m a nPOlym orpho n ucle ar leu co cytes against
yoa st cel18 0f Par a co ccidio de sbT.a Silien sLs. M ed
Myco1 38: 177-182, 2000.
In o u rprevio u s stlldy, it w a s 0b昌e r V ed that
hu m a npe ripher al blo od polyrnorpho nu cle arleu-
c o cytes(P ”N)･e 血ibited a fu ngiBtatic effect
on yeast Cel18 0f Pa r a coc cidloLde8 br asilie nsis,
a nd that interfe ron ･ γ (IF N- γ), but n ot tu m o r
n e c r o sis factor - a or inte rlelkin ･8, e nha nced
the antifll ngal activity of P M N. In the pr e se nt
study, gr an ulocyte- m a crophage colony･Btim ulat-
ing facto r(G M- C SF) als o e nha nc占d the P ”N
a ctivity. G M-CSF-activ ated P M Nexhibited a
killing effe ct o n P. bT
･
a SilielLSis is olate Bt-4 a nd
an e nha nc ed fu ngi良tatic effect on is olate Aok i.
Interleukin118 (ILllB) activ ated PM Nto kill
is olate B t-4. Gr an tllo cyte c olony -Stim 111ating
fa.ctor had n o effect. Com bin ations of IF N- γ
with G M-C SFo r m -1β, bllt not a C Ombin ation
of G M-C SFa ndIL-1β,.exhibited a synergistic
effect in e nhancl ng the a ntifu ngal a ctivity of
P M N. Th8Ser e StLl s str o ngly s uggest that P M N
activ ated with IF N- 7' , G M-C SFand/ or IL･1β
might play a nim porta nt role in host defe n se
in e arly in fe ctio n with P. bra silien sis dll etO
their enhanc ed antiftl ngal a ctivity.
5) Oa r ada M , Ftl rukaw a li, M ajirn aT, M iya z a w a
T : Fish oil diet affects O nOXidativ 8S ene s c en c e
of r ed blo od cells linked to degen e r atio n of
sple e n c ells in mice . Biochim BiophyB Acta1487:
1-14, 2000
T he effe ct of dieta ry polyur18 aturated fatty
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aLCid8 and a -toc opher DI sup plem e ntatio n o n
e rythrocyte lipid pero xidation and im ml nO-
co mpete nt cels in mice was Studied c om para-
tiv ely t18ing Be VeZl dietary oils (15% oil/diet,
w / w)includingfish oilrich in eico s apent8 en Oic
acid(EP A, 20:5, A-3) a nd do co sahex aen oic a cid
(D H A, 22:6, n-3). A 43% incre as ein spleen
weight, abollLt twice as m any spleen c ells a nd
no cha rlgOin the Bllbpopulations of 昌Pleen c ells,
a昌 Well a畠 a Signific ant depreBBion of mitogen
-
indueed bl乱StOge neBi9 0f both Ta nd Bcells in
the 革ple en w ere obs er ved in mic e fed fish oil
for 30 day8 in c o mp且ri畠O n With soybea n oil
diet-fed mic e. In the fish Diュ dietイed mice,
m enbranous lipid hydr oper oxide(bydrop8 r OXide尽
of pho畠phatidylcholine and pho sphatidyletha n ol
amin e) acctl rn ulatio n as aL m arke r of oxidative
Ben e白CenC ein red blood cells(RB C)w a白2.7-3.5
tim eshighertha nthatin micefed 8 0ybean oil,
altho ugh the re w a sn o differenc ein the plaB 皿 a
pl10 Sphatidylcholinehydroper o xide c o nc entration .
In spite ofthe $11p Ple m8ntatio n of a
-to coph8rOl
to lip tO 10tim esthe le vel in the b且S al diet,
the dege n e r atio n of spleeTI C ell畠 and the stim -
ulated o xid8tive se ne8Cen Ce Of BB C fo u nd by
the fish oil fe eding c o11 dnot be preve nted, T he
re Bults Blg geBt that or alintake of ex ce 畠B pOly-
tlnS atn rated fatty acids, i.e. EPA a nd D H A, in
a fish oil diet c an le ad to aceler ation of
皿 em bran elipidpe r o xidation r es ulting in RB C
sen es c encelinked to the lo we ring of im m une
r espon Be Of sple e n c ells, and that sllP ple m en ･
tation of a -toc opherol aB antioxida nt does n ot
alw ays effectiv ely pr ev ent s uch oxidative de-
ge n e r atio n a8 Obs erv ed in sple en cells a nd R B C
m U乙u O.
6) W a ng L, Yokoya ma K, M iyaji M, Nishim u r aK:
Mito chondrial cytochr om e a ge ne analysis of
AspeT
.
gltlu8 fzL migatzLS a nd r elated■spe ci㊤s. ∫
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- 69, 2000.
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44, 2000.
9) lm8i T, Sa n oA. M ikami Y, W 8tanab8 E, Aoki
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M iyaji M: A new PCR prim 8r for the identifi･
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8paCer8(ITS) and 5.8 regions, Med Myco1 38:
323- 26. 2000.
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T8-naka A
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Ni8him11ra A
,
M iy8.ji M, Po ow a nN,
M oretti Branchini M L: Geographic al grollPing
of CT3JPtOC OCeu S ne OJoT･TTl an S VAT. ga 出i by
random am plified polym orphic I)N A fingerprint
patterIIS aTld IT Ssequ enc e divergen ce . Clin Lab
46: 345-354
,
2000.
ll)Ito E, Satake ” , O ftlji K, Ku rita N, M cM aho rl
T, J8皿 eS K, Yas um oto T: M11tiple orga n
dam age c a used by a new to玉in, a, 組8pir 8Cid,
isolated fro m m118 S els produ ced in lrela nd.
To xic o n38:917-930i 2000.
12) Yokoyam a K, Bis wa 白SIく, M iyaji M a nd Nishi-
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b ge n e白色qtl e nC eS. a Clin M ic robio1 38, 12. 4503
-
4510, 2000.
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1)Fukushim a a : M o18 C ula.r ide ntifieation 8.nd
phyloge ny of pathogenic ftlZlgl and related
t8.Xa . V I En contro National de M icr obiolog18
Am biental. A bstr act p14, Recife, Brazil, 2000.
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1) M iyaji M: Mycotic infection as em e rging in -
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千葉大学 真菌医学研究セ ン タ - 報告 第4 巷 2000
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2) Eishi F. Nwe T M, Shim ada Y : Dyn amics
of actin and a -a ctinin in na 8 C e nt myOfibrils of
livlng m u scle cells , 40th Am erica nSociety for
Ce11 Biolog y An nual Meeting, Sa m Francisco,
口S A, 2000.
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Myc olog y, Ab8tra Ct畠 Pl14, Bu 8 nOB AiresArge n-
tin a
,
2000.
3) Rim J A, TakahaBhi･Y, TaTlaka R, Fukushim a
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B11 e n O BAir e s, Arge ntin a, 2000.
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5) Ca mpos Takaki G M, O kada K, Shari
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a A A E
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Fukushim a K, N ishim u ra E, M iyaji M : Bio-
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da o rdem Mu co r 81es. ⅤⅠI Enc ontro Na cio n al de
Micr obiologia Am bie nt且1, Abstr act p59, Re cife,
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M iyaji M: A new PCR prim er for the identi-
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of the Inte r n atio n al So ciety for Etlma n a nd
Anim al Myc olog y. Poster 556, BllenOB Aires,
Arge ntin a, 2000.
7) Sa n oA, Do昌 Sa nJtos Vile a M M, Takiza w alく,
Nora s c od,a Silv a M T, M iya]
r
i M: The fir st
isolation of Candida dubtinLen si8 fro m the o ral
c a vity of an EIVpo sitiv e childin Br a zil. 14th
Co ngr e s sof t he Intern atio n al Society for 王王u-
m an a nd Anim al Mycolog y. Po ste r 82, Blユe n O S
Aire8, Arge ntina, 2000.
8)tJn o I, Aoki FfI, Sano A, Nishim ura K, M iyaji
M : SttldieB O n the gr o wth of CT3･PtOC O C C uS
ne ofoT･Tn a nS V AT. n e OfoTITn a n Sis olated fro m the
c erebr o spl nal fluidof fIIV po sitive patients in
Ca mpina s, S或o Patllo, Brazil. 14th Co ngre ss Of
the lnte rn atiollal Society for Fu m a n a nd Ani-
m al Myc olog y. Po占ter 137,
Arge ntina, 2000.
9) Yokoya ma K, W ang L, Eaji H,
m oto M , Ea m ei E, Nishiln lユr a
T her apelltic effect of S S750, a
Btl◎n O S Air es,
Ito J, M atsu-
K, M iyaji M:
novel triazole
antifllngal agellt, against systemic aspergillo sis
and c ry pto c o c c o sis in mice. The 40th IC A A C,
Toro nto
国内学会
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1) 官給 誠
5月28H,
: 輸入真菌症. 第99回日本皮膚科学会総会,
仙台, 2000.
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AspeT
･
gillzL8fu migatu s物質. E]本薬学会策120回
年会, 講演要旨集, 2000.
3) Melo N R, Jacks JJ, Alm eida O P, Rogerio de
Je stl SP, M iyaji M, TagllChi a, Fukl血im a a,
Hata Y, Nishim u ra K : Or al fll ngal flo ra of
H IV infected patients in Ca mpin as UTlive r sity,
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会総会, 抄録集, p96, 2000.
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申球に対する影響の検討 , 第44回 日本医真菌学会
総会, 抄録集, pl12, 2000.
23) 宇野 潤, 鎗田響子 , 三上 窯 , 宮治 誠 , 中井
徹, 池田文昭, 康 勝 - : リ ボ ペ ブ タイ ド抗真菌
薬F K463と Amphotericin B の CTy PtOC OCC uS TW O-
Iorm a n 8に 対する併用効A ･ 第44回E]本医其菌学会
総会, 抄録集, pl16, 2000.
外国研究機閑との 共同研究
1) エ イ ズ患者におtナる真菌症に 関す る研究 : カ ウ ン
タ ー パ ー ト , ブ ラ ジ ル 国 力 ン ビ ー ナ ス 大学, Fran-
cis c oflideo Aoki主任手師 , M aria Llliza M o r etti
Branchini助教投 , Plin o Tar abas8 0 医師
2) パ ラ コ ク シ ジオイデ ス 症 に関する研究 : カ ウ ン タ ー
パ ー ト, ブ ラ ジ ル国 サ ン パ ウ ロ 大学生物医学研究所
免疫学研究室Eva B urger 助教授, ブ ラ ジ ル 国 サ ン
パ ウ ロ 大学医学部病理学教室 M a r celo Fabia no de
Frall C O教授 , ブ ラ ジ ル 園サ ン パ ウ ロ 州立大学 ポッ
カ ツ 校医学部病理 , Jtl rio Defav e ri助教授
3) 接合菌の商学 に関する研究 : カ ウ ン タ ー パ
ー ト , ブ
ラ ジ ル国 ペ ル ナ ン ブ コ カ ト リ ッ ク大学Galba Maria
de Ca mpos T8血 ki教授
4) 抗真菌剤の化学的研究: カ ウ ン タ ー パ ー ト , ブ ラ ジ
ル 国 ペ ル ナ ン ブ コ カ ト リ ッ ク大学Ka oru O kada 蘇
師
5) 皮膚其菌症の 同定, 系統, 分犠に関する研究: カ ウ
ン タ ー パ ー ト , 韓国 ソ ウ ル 大学金正愛助教授
国願協力活動
官給 は国際協力革集団に よるカ ン ビ ー ナ ス大学臨床研
究プ ロ ジ ェ ク ト の短期派遣専門家とし て国際協力にあた っ
た (期間2000年8月10 El- 8月30 日).
海外出弓長
1) 宮治 誠 : 病庶真菌 ･ 放線菌の 系統保存に かか わ
る遺伝子とその発現 (平成12年渡文部省科学研究費
補助金 (基盤研究 A))に関わ る研究の た め ブ ラ ジ
ル に出張 (期間 : 200年5月16 El- 5月28 日).
2) 官給 誠: T he 7th Chin a-Japa n lnte m ational
co ngre s s of M icr obiolog y. シ ン ポ ジ ウ
ム 座長 と
して 出張 . 上海市, 中国, ( 期間 : 2000年 8月4 日
- 8月6 日).
3) 福島和貴: 文部省科学研究費 基盤研究B ｢ブラ
ジ ル に おける土壌中の カ ビ毒生産菌と ヒ ト の病原真
菌の生態 ･ 分布と種多様性+ のた めブ ラ ジ ル に出張
(期間 : 2000年10月4日 - 11月3 日).
4) 福 島和貴 : VI En c o ntro National de M icro -
biologia Am biental で特別講演の ため ブ ラ ジ ル ,
レ シ フ ェ 市 に出張 (期間 : 2000年11月24日 - 12月
3 日).
5) 佐野文子 : 14th Congr e s sof the lnte rnatio n al
so ciety fo r liu m a na nd Anim al Myc olog yで 研
究発表およぴ コ メ ン テ ー タ ー と して ア ル ゼ ン チ ン ,
ブ エ ノ ス ア イ レ ス 市 に 出張 . (期間: 20 0年5月6
E]- 5月15 E]),
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6) 岸 フ ク子 : doth Am erica n Soci8t,y for Cell Biol
og y Annual Me eting で 津浪の た め ア メ T) カ , サ
ン フ ラ ン シ ス コ に出張 ( 期間: 2000年12月8日 - 12
月15日)I
共同利用研究 (国内)
1) 浅野一 弘 ･ 旭川医科 大附属病院皮膚科 ･ 助手 : 漢
在性其菌症の診断法, 病原真菌の化学分類, 分子疫
学
2) 河合賢 一 . 星薬科大学 ･ 教授, 細江智夫 ･ 同 ･ 助手:
菌類の産生する生理活性物質の研究 .
3) 河合 滑 ･ 中京女子大学 ･ 教授 : 真菌塵生有車キ
ノ ン色素の毒性発現機序に関する生化学的研究 .
4) 久米 光 ･ 北里大学医学部 ･ 漁師 : 真菌症 の 発症
病理 に関する研究
5) 二川 健 ･ 徳島大学 ･ 助手 : 高脂肪食摂取に伴う
真菌感染に対する感受性およぴサイ ト カ イ ン塵生髄
の変動
6) 掘fI:義 一 ･ 千葉県立中央博物館 ･ 部長 : ブ ラ ジ ル
土壌中の病原真菌およぴカ ビ毒生産菌の生態学的研
究
7) 高松 進 ･ 三重大学生物資源学部 助教授: rD N A
の塩基配列に基づく病原真菌の分子系統学的解析.
8) 近藤博信 ･ 金城学院大学 数授 : 食事法の感染防
御俄に およぼす影響
研究報告書 .
1) 官給 誠 (代表), 分担 : 西村和子, 福島和軌 三
上 喪, 横山排治, 田中玲子, ｢病原其薗 ･ 放線菌の
系統保存にかかわる遺伝子とそ の発現 (10307006)+,
平成12年度文部省科学研究費補助金 (基盤研究A)
300万円.
2) 福島和貴 (分担), 堀江義 一 (代表) ｢ブラジ ル にお
ける土壌中の カ ビ毒生産菌とヒ トの病原其菌の生態 ･
分布と種多様性+ 平成12年渡文郡省科学研究費補助
金 (基盤研究B)470万円 , 研究成果報告書, 平成
12年度.
3) 大宋E]東予 (代表): 栄養の感熱防御能に対する影
響 一 免疫神経内分泌系との関係に ぉ い て - . 文部省
科学研究費補助金(萌芽的研究). 70万円 (平成12
年庶)
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